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夢電覺 ○号 聾 を迎えた会報

奈良0人と鶴然の会

轟匡成 13年 9月 24日  「奈良人と自然の会」が、橿原市社会福祉総合センター

で、産声を上げ、スター トしました。会報誌は、手探 りの状況から設立状況を伝え更に

賛同者を募るところから始められました。奈良県下ルー トの「東海自然歩道の観察会」

が始まり、会員¢)連絡・案内そして観察会報告などで内容の充実が図られました。以来

営々と、各編集長の熱意の下 紙面が工夫され、今 萎で1ま 、写真を多く取 り入れた紙面

となり文化的な一面も加味する内容に変イヒしボリューム()増 してきていますc

「
ζ金お援  の活肇内容が、 より幅広く 「よりよい自然環境′ヽの取 り組み」と関わる

ようになり会員 1)増加 しています。「会報誌」 1)、 内部の関連発表から外部への情報発

信も簿わるようになってきました。情報社会の今 日でも、その重要性はますます増える

ことでしょう。

会員の皆様の積極的な情報発信 。ご投編を得て、よリー層の内容の充実を図り すて

きな紙面として共感を得るものにこれからも努力 したいと思いますc

誌
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慧馨轟の笑豪 小圏 久美子

20年程前、単身赴任先で覚えた主人にバーディングを教わり、会や友人と又一人でも終日

鳥見三昧の日々が続きました。そ して鳥だけでなく自然そのものが大好きな自分を知 りま

した。シエア星組 8類の主人を通 して知った 「奈良 `人 と自然の会」には現役の為なかな

か参加出来ない主人に代わり先に参加することになりました。思い切つてやつと初参爆 し

た飛鳥駅で、前幹事の野画さんが 「小興さん良く来たね～:l」 と迎えて下さつた笑顔を今も

忘れません。前会長・豪傑り::井 さんのお誘いに惹かれて幹事をお受けし、鳥のことを担当

することになり、この愛らしい存在を皆さんに知ってもらえるチャンスを頂いたことを大

変喜んでいます。昔読んだ本

をひっくり返したり、思

い出を蘇 らせたりする

作業 :ま私にとって至福

のひと時となり、現会

長の笑顔にモ)癒 されて

幹事を続けさせて頂け

たことを感謝していま

す。初参加の日の野田

さんの、あの笑顔がな

かつたらこの喜びにも

繋がらなかつたかと思

うと、何度も乗り降り

した飛鳥駅がそれから

は特別の駅になりまし

た。ならやま保全への

幹事 。会員の皆さんの

熱い思いと前向きな姿

勢に東」激を受け、

本会の会員として微力

ながら私なりの

「クリキンディニ」を

続けて行くつもりです。

そして記憶に残る笑顔の持ち主になれたらいいなあと思っております。
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会報 100号 発TIJに 寄せて

それ!ま 一本の竃轟から始まった

「奈良。人と自然の会」

中し上げ、Ⅲl心的に係わ

繭会長 ′:i井  秀夫

の会議誌が 101号 の発翼を遷え、会員諸氏と共に心からお慶び

られた歴代綴集長の労苦 :こ 敬意を表 します。

本会が発足して八年有余。初刊から今日まで改めて誌面を通読致 しますと、 r‐3動行事の
変遷、新lEIの 方々のあの日、あの時の光景が沸々と甦って参 ります。思えば第一号はA4
判のリーフー枚でしたが、今や厚みも増 し、随筆、コラム欄、広報記事と多彩なものとな
り、コミニュティの一助として、不可欠な情報媒体が根を下ろした様に思います。
編集子より記念の寄稿を依頼され、戸惑いながら本会の誕生秘話を、私なりに書をヽて見

ました。

あれはol'年 の 3月 だったと思います。シェァ自然大学の講座生第 7期の修了式に、
役職上立ち会っておりました。懇親会の席に、自面の貴公子然とした方が来 られ、盃を交
わすうち「私は、坂国と申 します。奈良の鹿ノ台に住んでいます。卒業 したら地域で樹林
の調査をしたぃんですが、′:1井 さん一緒にやりませんか」と。驚いた事に私と同 じ住宅地
であり、急に親近感を覚え「私も常々奈良の地で、近在の方々と自然保護運動でもしたい
と思っております。構想が具体化すれば是非ご一緒にやりましょう」。堅い握手で別れた
ものでした。

数日後。一本の電話が鳴 り響 きます。「私、シエア自然 3期の谷口と申します。奈良の

高取町で農事のポランティアをやっております。もっと広汎に組織的にf●Iかやり̀ま せんか」
と。ためらいなく男一匹意気に感 じて、腹を抵 りました、 直ちに構想を練 り、私の知友。

谷口 暁 氏の轟志。坂目 ェ彦 氏 らと発起人会を立ち上げ、半年間骨組みを固め、同年
9月 。旗揚げ総会に漕ぎつけました。その後の経過はそれぞれがご承知かと存じます。

設立後、早々に会報の発行が俎上に上がり、谷口 氏の知友、甲斐野幸一 氏が初代 編

集長となり、2代 小山 直方 氏。3代 勝田 均 氏に

'1き

継がれ、現在ご夫妻共々頑張っ

て頂いております。シニァ自然大学の70に及ぶ活動団体の中で、月間の会報誌の発行は

唯一無二の存在と自負しております。今後、更なる内容の充実に努め、会員の皆さんが楽
しく共有できる、創意に溢れたものにしたいと念騒致 しております。

会員各位のご協力をお願いし、記念の結びと致 します。
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会報のタイ群ル文字とロゴマーク、及び会旗なついて

寺鵬 正簿

100号記念お目轟度 うございます。

毎月の発行に、編集、記事集めにご努力し、ご苦労をおかけいたしま :ン た編集担当の

勝田さんに厚く御ネL申 し上げますc有難 うございました。今後と1)よ ろしくお願いいた

しますc

初めて私が会報に投稿させていただきましたのは、会の設立 2～ 3年後の新年号に「松

竹梅はなぜめでたいのか」の記事でした。その後 |ま 季節に対応して、自然環境、生物、

主に植物と日本人の生活とのかかわりを、民俗学、こよみ等を参考にしながら数年間投

稿させていただいたように思います。その間に忍辱l_森林整備作業を行 うようになり、

忍辱 :拍 の植物等についても作業案内、報告と同時に記させていただきました。

ここで会報のタイ トル文字、ロゴマークについて記します。
「奈良・入≧自然の会」の文字は、書道家有本倍美さん (監査役、発足時の高1会長)に

揮重していただいたものです.

ネイチャーなら

◎
泰象・人と島ぶの谷

会旗は、会の設立後しばらくして会旗を作成しようとい うことにな り、

会員全員にデザインを募集 したところ数ノ、の方より応募出品があり、

総会に於いて出席者全員の投票により、現在の会旗のデザインが決ま

りましたc(デザインは私、寺田の案が最多投票されました。)

ン
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裁
躊
旗の色は「讐舟普 章薬ん景覇著 腱た死・・・Jと 万葉集にあります奈良の枕詞「あ

おによし」より「あを (緑、古名青丹色)」 |こ しました。文字色は 「丹色 (丹はやや黄

味がかった赤色、赤色には真心の意もあります)」 (こ しましたc色名については古名等

種々の説がありますが、色辞典等の資料を総合判断し会旗の色としました。会旗の製作

は阿部現会長によるものです。

いつまでtD大事にして下さい。ありがとうございました。 (尚知的所有権 。著作権登

録はしていません)

参考文献等 :西本願寺本万葉集を底本の書。色名参考 :日 本の伝統色(京都書院)・ 色の

手帖 (小学館)。 日本の色辞典 (紫紅社)
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10① 号発行に寄せて 豊島 すみ子

自然を大切にし、自然に心を寄せる方たちと一緒に奈良の地で活動 したいとσ)思いで

「
奈良 。人と自然の会」が発足してから来年で 10年を迎えます。その問ずつと毎月途切

:tる ことなく発行されてきた会報が 100号になりました。

例会の案内、例会に参加 した感想、行事案内、地域の情報、幹事会のお熱らせなど、多

くグ)会員さんから例会 :こ は参境できなくても毎月必ず屋 :す られる会報が楽しみですと言つ

ていただく声に支えられ、発行され続 :す てきました。甲斐野さん、有本さん、勝爾さんと

第 1号からそれぞれ編集 :こ携わつていただいた方々に′Lヽ からお礼をいいたいと思います。

そ して毎月発送事務を黙々と続 :す ていただいた、大寺さん、野置さん、岩瀬さんほか多く

,方 :々こ も感議i1/たいと思いますc最近はページ数 t)増 え、俳旬や地域情報、鳥や昆虫に

ついてなどそれぞれのお得意σ)分野での投稿も寄せられるようになりました。

1春3号を連えてこれからももつと身近な情報、感動 したこと、会員権二の情報交換の場

としてだオliジ が気軽 :こ 投零できる会報誌 :こ なつて :ま しい、編集者が壼るく1)いに皆さんか

らの投穫が増えて気 しいならと言 1｀ ま■~:

毎月の賀会、ならやまブコジェク ト
「

)活贅、社会貢
=:舌

まなど会員の皆さんと一緒に進

めていきたい活藪がいつ:まいです=今 |ま ■みたな事情で活弐 |こ 参力1で きなくても、いつか

参力こできるヨが来るまて、それぞれ )ゞ会 員ブ
'気

持ちをつなぐ会議であり続 :す て欲しいと思

花の里平群を訪ねて「桃源郷」2009年 4月 銅会

→ ―

っています。



機関紙 ゴθθ子の魔絵サだ舒せて 樋 口 善 雄

「少年老易 学難成。 一寸光陰 不可軽。」  この漢詩:ま朱子学の宗家,朱栞の

作調になる F偶威』の一節である。 これを家諄|と して私等兄弟まま育てられた。

『 光陰矢の如し』早いもので機関紙発行,100号記念となる。 識にメデタイ話である。

そう言えば,毎月の例会も大凡は同じ籠年数になりはしないだろうか。 ?

此の情会の初蟻。初夏。大和青垣は法隆寺の周辺を一関したのである。 小憩時の時

自家薬饉朱玉の品を,「緑Jさんが参加者全員に配りだした。「ミニ トマ ト」だつた。

この「トマ ト」の美味しかつたことが,未だ記篠に競しい。  奮来,こ の味を求めて

毎年の夏野菜の栽培に:ま,必ず此の「ミニ トマ ト」が,幅をfllか している。

どうしても例会の折の「あの味」が,出て来ないのである。毎年執念深く菫をさがした

昨年,やつとの思いで「あの味」に類似した奴が 採取できた。 (一寸,皮が需いが)。

産地『イタリヤ」の種子を,曇 本で発芽させた苗を購入して,植栽したのである。

lo 倍程の書単価だつたと霊憶している。 『種を制する者は,世界を制する』と言う

著書を読んだことがあるが,その著に依れば,こ の Flか ら採れる種子を栽培すれば,

祖父母の作物の性格に選つたモノに変化すると言う。

従つてこのFl菫は,欲 しければ如何にしても買わぎるを得ないのである。

障 物量』が結かる由縁である。

昨年,澤1の Fl種子からの自然発芽した苗を,「なら山」の農園で植栽したが失敗した。

「トマ ト」には更地だつたので,放任したのが数命傷だつたのだろう。

病魔にも侵され,収穫量は『イマイチJだつた。

話が飛び火するが,此の「なら出の主」は 「イタみ」を隠している。 昨年はこの

子トマ ト」以外にも, 大蒜,葱,等が被害を被つた。

反面,意外な長所も隠している。比処の「なら山水田』は秋落ちしない 解 耕水田』

なのだ。 この上壊の良さと,人に隠れた栽培管理の手際の上手さが相供つて,昨年の

豊作は欝されている。

然し,この「なら山」の風致地区環境保全ボランテイアは,「人]に恵まれ『末広がり」

の成果を賛し,現在は地域社会への貢献にも,大役を果たしている。

懇えば,我々の此の 『人と自然の会』の肇足当初に 『ホームヤード』を求めて

奈良公園を始め圏内諸所を巡り,探査した頃からこのかた,現在の『なら山』に定着

するまでに,幾余の曲折を経たことだが,都心の近傍にこの様な好場所を得た事と併せ,

またこの活動を支えてくれる 諸兄 諸姉におネLを申し上げ,敬意を表する次第である

会の発展を祈ります。
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東海咤然歩道、近畿自然歩道・まほろばの略
弓 場 厚 次

平成 i3年 :2馬 、本会の機関紙 とし́て創〒」号が発干」された翌年の 4月 、幹事会で月例

会 とは男11に 定例行事 として 「東海 自然歩道・自然観察会」が寺覇工博様か ら提案があ

り、笠置か ら大部青垣を巡 り曽爾高原に至る 「山の辺ルー ト」の全長 1291■ を11コ ー

スに分ける企画が承認 され ま した。担当 |ま コース担当幹事 と常任 として寺轟様 と弓場
が各 コー スの下見と難apの 作成をラ:受 け、機関紙7号 (平成 14年 8月 )に 第 1回 の実施案

へを投稿 l′ たのが始ま りで したこ9月 7置 :こ スター トした観察会 1ま 翌年の7月 までの :]

か月、各 コースは平均29名 の参加者に 4名 の皆動賞 ()有 り、機関紙には毎月
`4)実

施案

内 と参粛者か らの観察紀行文で紙面を飾 り、20号 で終了致 しま した。第 2回 シ l'一 ズ

はコースを折返 して曽爾高原 を基点に した 12コ ースに分けた企画で :0月 より再スタ
ー トして権賢紙 :こ 1ま う1続 き参驚者か らの詳細な観察記録が寄稿 され、最終章では撻 ロ

様が機関紙35号 1平 戎:6年 12月 )に その想い轟が投霧 されま した。観察会の成果 とし

て各 コー スでの巨事 。三本を始め柱生の結密な調査 と、同時に担当幹事様の熱意で貴

重な植生Mapが 三来上が ,ま t´ It.=式 :7年 の4馬 か ら|ま
「近畿 当然歩道」を一本のル

ー トに吉野・宮滝 (39号 |力 こヽ言野 ||こ !告 tヽ 金ヨ:・ 葛城 山重を

'ヒ

上 して生駒・高蜂へ
.

更に高見二か ら,阿 書野・万業の路 1平 載 :9年 二月 :会報33号 )ま での2:コ ー スが三当

幹事 さんの ご努デフで貴重な実竜記録が毎 用会報 |二 寄稿 されま したcこ の二つυD彗 然歩

道の観察記録は機雪紙7号 か ら会報63号 まで 5年 百 :こ 三つて掲載頂き、全行程の下房.

とMa「 の作成担当者 として ご担当を弐 tヽ た幹事様をモめ毎亘輩告書を会報 :こ 寄稿頂き

ました会員の皆 きまにIt厚 く毎 IL■ tン 上 ,デ ます .

(機誕紙は平成 18年 :月 発行の第48号 よ ,4称が会報 :こ 変 りました。)

東海自然歩道・ 自然観察会 ,平成 14年 9嬌 7護
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柳生街道のスター ト







【奈良忍辱山森林整備作業】2004(H016)3012～ 2009(H・ 21)3・ 17

「おじいさんは山ヘ

柴刈 りに」

(中畑進さん会報 87号

投稿よリー部抜粋)

おじいさんは山へ柴刈 り

に、おばあさんは川へ洗

たくに 。・・だから私も

おじいさんになった今、

柴刈 りに憧れます。(略 )

山歩きをしますと植えっ

ぱなしの間伐されていな

い 「おばけ」も出るのも

あきらめるような暗い森*

*に 出くわします。「奈

良 。人 と自然の会」が間

伐・徐伐の勤労奉仕をさ

れるとい うので、私も喜

んで参加 させていただき

ました。 (略 )

今回 5年を一区切 りとし

て与作の作業を休み、里

山作業に集中するようで

す。またチャンスがあり、

体が動 くようであれば参

加させてください。

一-11-―
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